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秋の祭典秋の祭典
20252025

　島根おおち地区本部は、各地域で開催された産業祭や公民館まつり等に女性部や青年連盟、農政会議協議会ととも
に参加し、地元産品の販売やＰＲ活動を行いました。
　第 47回川本町産業祭で女性部川本支部は、部員が出品した野菜や花苗に加え、主催者の要望を受けてうどんの販売
を復活し、邑南町の矢上公民館まつりでは、女性部石見支部が、地元産食材を使ったおでんと焼きおにぎりを販売し
ました。
　青年連盟は、ポン菓子機の実演を行い出来あがったポン菓子を各地域で配布したほか、川本町産業祭では焼きそば
や焼き鳥、フランクフルトを販売し、子どもたちや来場者に喜ばれました。
　地区本部と農政会議協議会は、各地域で「笑味ちゃん×ハローキティ」ふりかけやチラシを配布し、国消国産や地
産地消の重要性を訴え、川本町産業祭では餅まきも実施し会場を盛り上げました。また、桜江支店ではグラウンドゴ
ルフ大会を同時開催しました。

11 /2
 ( 日 )

11 / 8 (土)

　　　9 (日)

11 /3
( 月)川本産業祭川本産業祭 矢上公民館まつり矢上公民館まつり

桜江いきいき祭り桜江いきいき祭り

第３８回第３８回 桜江いきいき祭り 農林農産物品評会入賞者 桜江いきいき祭り 農林農産物品評会入賞者（敬称略）（敬称略）

１位 渡辺　光治郎

２位 山 口 　 忠 幸

３位 湯 淺 　 憲 長

４位 反 田 　 忠 士

５位 田 中 　 義 雄

桜江支店グランドゴルフ
大会順位（敬称略）

品 名 金 賞 銀 賞 銅 賞 特別賞

特産の部

ごぼう
川越　小松　隆司

ごぼう
川戸　丸山　伸司

ながいも
川越　小松　隆司

ながいも
川戸　丸山　伸司

里芋
川戸　丸山　伸司

出荷の部 ブロッコリー
市山　湯浅　登志惠

白ねぎ
川越　小松　隆司

モロッコインゲン
市山　酒井　靖夫

ピーマン
谷住郷　松浦　功

菜園の部 にんじん
市山　佐々木　啓裕

ショウガ
市山　佐々木　啓裕

大根
谷住郷　安河内　皐月

さつまいも
谷住郷　松本　雅之

果実の部 柿
市山　佐々木　啓裕

レモン
長谷　湯浅　柏枝

柿
川越　渡　富男

最優秀賞　キャベツ　谷住郷　　椿　久留美
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管
内
市
町
へ
令
和
８
年
度

　農
業
施
策
・
予
算
要
望

　
島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会
（
瀧
田
均
会
長
）、
島
根
お
お
ち
園
芸
振
興
協
議
会
（
森
脇
淳
宏
会
長
）、
島
根
お
お

ち
和
牛
改
良
組
合
（
西
槇
明
彦
会
長
）
と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
令
和
８
年
度
農
業
施
策
・
予
算
要
望
書
を
江
津

市
、
川
本
町
、
邑
南
町
と
各
市
町
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
服
部
幸
信
本
部
長
は
、
米
不
足
に

よ
る
消
費
者
米
価
の
高
騰
、
政
府
備
蓄
米
の
放
出
な
ど
の
「
令
和
の
米
騒
動
」
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
農
業

就
業
者
の
減
少
、
集
落
営
農
組
織
に
お
い
て
も
後
継
者
確
保
が
進
ま
な
い
な
ど
後
継
者
不
足
に
よ
る
生
産
力
低
下
が
顕

在
化
し
て
い
る
と
説
明
し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
江
津
市
で
は
た
ま
ね
ぎ
の
振
興
に
つ
い
て
の
継
続
支
援
、
川
本
町
で
は
有
害
鳥
獣
、
た
め
池
・
用
排
水
路
改
修
の
補

助
な
ど
に
つ
い
て
新
た
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設
、
邑
南
町
で
は
ぶ
ど
う
の
地
域
振
興
、
生
産
者
の
生
産
基
盤
対
策
に

関
す
る
支
援
、
島
根
お
お
ち
和
牛
改
良
組
合
か
ら
は
組
合
の
積
極
的
な
活
動
に
対
す
る
支
援
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、美
郷
町
で
は
島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会
よ
り
町・町
議
会
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
各
市
町
か
ら
は
「
生

産
者
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
取
り
組
み
を
進
め
、
中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
て
し
っ
か
り
協
議
し

て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
お
応
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10/10・
  23・24

島根おおちトピックス

石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め

　

千
葉
県
に
て
「
販
売
促
進
活
動
」
の
実
施

11/15
・16

　
島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
（
元
根
正
規
会
長
）
は
、
千
葉
県
柏
市
の

「
ご
と
う
米
店
」
に
お
い
て
管
内
の
生
産
者
と
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
邑
智
農
業
部
、
Ｊ
Ａ
の
職
員
が
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め
の
販

売
促
進
活
動
を
行
い
ま
し
た
。「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め
」
の
試
食

販
売
を
は
じ
め
、
特
産
品
を
使
用
し
た
味
噌
汁
や
管
内
の
加
工
品
を
一
緒
に
販

売
し
ま
し
た
。

　
来
店
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
は
、「
昨
年
配
布
さ
れ
た
ク
ロ
ー
バ
ー
の
種
が
咲

い
た
よ
!
」
と
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、「
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め
の

フ
ァ
ン
で
す
。
入
荷
を
待
っ
て
ま
し
た
！
」「
い
つ
も
買
っ
て
る
よ
」
な
ど
と

た
く
さ
ん
の
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め
」
は
関
東
・
東
海
・
関
西
を
メ
イ
ン
に

販
売
を
し
て
お
り
、
各
地
で
の
需
要
は
高
く
、
面
積
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
で
は
、
今
後
も
生
産
者
の
増
加
、
面
積

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

江津市

川本町

美郷町

邑南町
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島根おおちトピックス

令
和
7
年
度
し
ま
ね
J
A
島
根
お
お
ち
地
区

本
部
管
内
子
牛
共
進
会
・
畜
魂
祭
開
催

　
今
年
管
内
生
ま
れ
の
選
抜
さ
れ
た
子
牛
を
一
堂
に
集
め
「
令
和
7
年
度
J
A
し
ま
ね
島

根
お
お
ち
地
区
本
部
管
内
子
牛
共
進
会
」
と
「
畜
魂
祭
」
を
石
見
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　「
畜
魂
祭
」
で
は
地
元
の
西
光
寺
よ
り
住
職
を
お
招
き
し
、
一
年
間
の
牛
に
対
す
る
鎮
魂
を

行
い
ま
し
た
。
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
服
部
幸
信
本
部
長
は
「
家
畜
は
家
族
と
一
緒
だ
が
、

生
業
と
し
て
生
産
し
て
い
る
。
生
き
物
の
命
を
頂
い
て
い
る
と
い
う
事
を
思
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
子
牛
共
進
会
は
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
管
内
牛
の
更
な
る
優
良
雌
牛
の
選
出
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
当
日
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
は
、
７
頭
が
出
品
さ
れ
、
西
部
農
林
水
産
振
興

セ
ン
タ
ー
川
本
家
畜
衛
生
部
森
脇
俊
輔
部
長
ほ
か
４
名
の
審
査
員
に
よ
り
個
体
・
比
較
審
査
な
ど
の

厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
森
脇
部
長
は
「
全
体
的
に
体
積
、
発
育
が
良
く
資

質
と
も
に
良
好
で
あ
っ
た
。
地
域
に
留
保
さ
れ
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
講
評

さ
れ
ま
し
た
。

　
特
選
賞
上
位
の
子
牛
は
留
保
さ
れ
、
地
域
の
畜
産
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
各
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

11/7

J
A
し
ま
ね
大
和
年
金
受
給
者
友
の
会

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

ゆ
と
り
倶
楽
部
「
プ
チ
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
」

　
J
A
し
ま
ね
大
和
年
金
受
給
者
友
の
会
（
波
多

野
祐
康
会
長
）
は
、
秋
晴
れ
の
も
と
宮
内
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
11
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
員
14
名
が
参
加
し
、
笑
顔
と
笑
い

声
が
あ
ふ
れ
る
中
、
和
や
か
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
競
技
で
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
飛
び
出

し
、
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
仲
間
と
体
を
動
か
す
の
は

本
当
に
気
持
ち
が
い
い
」「
ま
た
次
も
元
気
に
集
ま

り
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
波
多
野
会

長
は
「
健
康
づ
く
り
と
親
睦
を
深
め
る
良
い
機
会

と
し
て
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
第
7
回
ゆ
と
り
倶
楽
部
は
、『
家
の
光
』
地
方
講
師
の
影
山
和
美
先
生
を
お
招
き
し
「
プ
チ
ク
ラ
フ

ト
バ
ッ
ク
作
り
」
を
行
い
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
用
し
た
小
物
入
れ
と
小
さ
な
か
ご
を
作
り
ま
し
た
。

始
め
に
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
用
す
る
分
だ
け
の
長
さ
に
切
り
分
け
、
入
れ
物
の
底
と
な
る
部
分
を
ボ

ン
ド
で
貼
り
付
け
な
が
ら
作
る
と
、
次
に
側

面
と
な
る
部
分
を
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
輪
を

作
っ
て
テ
ー
プ
を
編
み
ま
し
た
。
柄
の
バ
ラ

ン
ス
や
完
成
時
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
工
夫

を
し
て
編
み
込
み
、
最
後
に
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ

ワ
ー
を
飾
り
つ
け
て
、
か
わ
い
い
小
物
入
れ

と
小
さ
な
カ
ゴ
が
完
成
し
ま
し
た
。
受
講

生
か
ら
は
「
い
い
頭
の
体
操
に
な
っ
て
楽
し

か
っ
た
！
」「
か
わ
い
い
小
物
入
れ
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

11/2211/19

順位 氏名（敬称略） 受賞牛

首席 邑南町　島根県立矢上高等学校 ゆめこ

2席 川本町　釣釜　里恵子 みつ 3

3席 桜江町　坂越　昭博 わかみ

優 勝
準優勝
第3位

有井　昌晃
福島　教次郎
三上　ヒロ子
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米の
出荷

に関
する

お願
い

●ＪＡしまねは、単なる買い手ではなく、生産者の皆さまとともに島根の米作りを支えるパートナーです。
● たとえ全国的に米が過剰基調となろうとも、ＪＡに出荷いただいたお米は島根県産ブランドとして積極的に販
     売推進を行い、スーパーなどの小売店、大手外食チェーン店をはじめとし、学校給食、ふるさと納税等県内外
     への消費者の皆様へ販売し信頼を広げていきます。
● 今後は、生産者の皆さまの所得向上のため、精一杯の精算をいたしますので、ぜひとも追加の出荷をよろしく
　お願いいたします。
● なお、追加で出荷いただける場合は、年内の出荷にご協力をお願いします。
    ( 令和７年産米の年明け以降の出荷は概算金が下がる銘柄があります )

JAJAへへ追加出荷追加出荷をを
お願いしますお願いします

お問い合わせ　ＪＡしまね島根おおち地区本部　営農部　
TEL.0855-83-1623

令和７年度 島根おおち地区本部 業績還元

 業績還元とは

JAしまねでは、各地区本部の事業活動の実績に対し、業績（経営成果）に応じた還元措置を講じて
おり、その名称を「業績還元」と呼んでいます。令和７年度の業績還元総額は、５月理事会で決定し、
JA しまね全体で 5,000 万円、うち、島根おおち地区本部は 232 万円の還元額です。なお、業績還元
の使途は、各「地区本部運営委員会」の専決事項です。

【令和 7年度　業績還元計画額　2,329,000 円】

　石見高原ハーブ米、つや姫栽培面積維持拡大助成

令和 8年産のハーブ米・つや姫の生産に取り組む生産者を対象に、栽培面積の維持拡大対策として
業績還元により総合ポイント付与を行い、生産基盤の確立に取り組みます。

対 象 者

還 元 額

支払時期

手 続 き

令和 8年産のハーブ米・つや姫を作付けする生産者のうち、総合ポイントカー
ド会員とします。
令和 8年産のハーブ米・つや姫協定書提出者とします。

令和7年産と比較して、新規作付10アールに対して総合ポイント「1,000ポイント」、
継続作付 10アールに対して総合ポイント「500 ポイント」を付与し助成を行います。

令和 8年 3月

特に手続きは必要ありません
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営農だより

第１１回『タヌキ』
タヌキの生態

対策

⓵餌付けになることをしない。
　生ごみや野菜クズを農地や山際に捨てない。
　収穫の終わった野菜や果樹等の残渣を残さない。
②電気柵やワイヤーメッシュ + 電線などで農地を囲む。
　張り方は 9 月号の鳥獣対策コーナーをご参照ください。
③かごわななどを使って効果的に捕獲。※免許と許可が必要

引用：島根県中山間地域研究センター

タヌキ　イヌ科
頭胴長 :40 ～ 60cm 
尾長 :15 ～ 20cm、 体重 :3 ～ 6kg
顔がアライグマに似ているが、尾
にしま模様がないことと、足の毛
の色で見分けられる。

生活環境 集落に近い雑木林から山地にかけて暮らしている。夜行性。木登りは得意ではな
いが、１ｍ程度の枝上まで上がる。

食性 雑食性で木の実や果実などの植物質から、野ネズミなどの小型哺乳類、昆虫、鳥類、
両生類、は虫類まで幅広い。人家周辺ではゴミや残飯なども食べる。

繁殖 出産は春。 1 産 3 ～ 5 子。 交尾期は 1 ～ 3 月。 出生時の体重は 50 ～ 90g。

ため糞 家族やその周辺に住んでいるタヌキが同じ場所でフンをするのでたくさん溜まっ
ていく。そのため「タメフン」と呼ばれる。

白ねぎを栽培してみませんか！！

　白ねぎは気候的には２０℃前後が生育適温です。夏は３０℃を超えると肥大も生長も衰えますが、寒さにはたい
へん強いです。ただし、湿度には弱いので、通気の悪い粘土地や水はけの悪い土地では、堆肥を投入し通気性の良
い土壌にします。夏場高温時に土寄せ、除草を行うとねぎの根が切れて病気の発生に繋がるので気温、地温に注意
し管理を行い、収穫までには４～５回土寄せを行います。

営農指導員より栽培のポイント

月 ４月 ５月～ 7 月 ８月 ９月～３月

作型 〇
苗定植 防除　追肥　土寄せ  収穫　防除

栽培期間は長いが儲けれるよ。平日に仕事をし
ながらでも栽培ができます。

生産者の声（邑南町　Mさん）

秋冬どり経営収支（島根県農業経営指導指針参考）

経 営 収 支　 区分 10ａ当たり 算出基礎

粗 収 益
白ねぎ 838,236 2,500㎏ /10ａ

合計（ａ） 838,236

経 営 費

種苗費 108,900 購入苗 60 枚

肥料費 40,823

農薬費 42,480

販売経費 158,705 出荷資材、手数料、運賃

その他経費 118,040 動力光熱費、諸材料費、小農具費他

合計（ｂ） 468,948

所 得 ａ－ｂ 369,288 所得率 44％

鳥獣対策コーナー
第１１回目の鳥獣対策コーナーでは、タヌキについて紹介します。
雑食性で木登りは得意ではなく、樹上果実の食害は少ないが、トウモロコシ、サツマイモ、スイカ、イチゴ、ブドウ、家畜
用の濃厚飼料の被害が多く、また、ビニールハウスに使用するマイカー線や電気コードを噛み切る被害も発生します。

タヌキとアライグマの違い

タヌキ アライグマ
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営農だより

第１１回『タヌキ』
タヌキの生態

対策

⓵餌付けになることをしない。
　生ごみや野菜クズを農地や山際に捨てない。
　収穫の終わった野菜や果樹等の残渣を残さない。
②電気柵やワイヤーメッシュ + 電線などで農地を囲む。
　張り方は 9 月号の鳥獣対策コーナーをご参照ください。
③かごわななどを使って効果的に捕獲。※免許と許可が必要

引用：島根県中山間地域研究センター

タヌキ　イヌ科
頭胴長 :40 ～ 60cm 
尾長 :15 ～ 20cm、 体重 :3 ～ 6kg
顔がアライグマに似ているが、尾
にしま模様がないことと、足の毛
の色で見分けられる。

生活環境 集落に近い雑木林から山地にかけて暮らしている。夜行性。木登りは得意ではな
いが、１ｍ程度の枝上まで上がる。

食性 雑食性で木の実や果実などの植物質から、野ネズミなどの小型哺乳類、昆虫、鳥類、
両生類、は虫類まで幅広い。人家周辺ではゴミや残飯なども食べる。

繁殖 出産は春。 1 産 3 ～ 5 子。 交尾期は 1 ～ 3 月。 出生時の体重は 50 ～ 90g。

ため糞 家族やその周辺に住んでいるタヌキが同じ場所でフンをするのでたくさん溜まっ
ていく。そのため「タメフン」と呼ばれる。

白ねぎを栽培してみませんか！！

　白ねぎは気候的には２０℃前後が生育適温です。夏は３０℃を超えると肥大も生長も衰えますが、寒さにはたい
へん強いです。ただし、湿度には弱いので、通気の悪い粘土地や水はけの悪い土地では、堆肥を投入し通気性の良
い土壌にします。夏場高温時に土寄せ、除草を行うとねぎの根が切れて病気の発生に繋がるので気温、地温に注意
し管理を行い、収穫までには４～５回土寄せを行います。

営農指導員より栽培のポイント

月 ４月 ５月～ 7 月 ８月 ９月～３月

作型 〇
苗定植 防除　追肥　土寄せ  収穫　防除

栽培期間は長いが儲けれるよ。平日に仕事をし
ながらでも栽培ができます。

生産者の声（邑南町　Mさん）

秋冬どり経営収支（島根県農業経営指導指針参考）

経 営 収 支　 区分 10ａ当たり 算出基礎

粗 収 益
白ねぎ 838,236 2,500㎏ /10ａ

合計（ａ） 838,236

経 営 費

種苗費 108,900 購入苗 60 枚

肥料費 40,823

農薬費 42,480

販売経費 158,705 出荷資材、手数料、運賃

その他経費 118,040 動力光熱費、諸材料費、小農具費他

合計（ｂ） 468,948

所 得 ａ－ｂ 369,288 所得率 44％

鳥獣対策コーナー
第１１回目の鳥獣対策コーナーでは、タヌキについて紹介します。
雑食性で木登りは得意ではなく、樹上果実の食害は少ないが、トウモロコシ、サツマイモ、スイカ、イチゴ、ブドウ、家畜
用の濃厚飼料の被害が多く、また、ビニールハウスに使用するマイカー線や電気コードを噛み切る被害も発生します。

タヌキとアライグマの違い

タヌキ アライグマ

営農だより

令和７年産米生産概要について

　令和７年産水稲生産概要は、４月上旬と４月下旬から５月上旬にかけて低温傾向になり育苗の温度管理が
難しい年となりました。梅雨入りが５月１６日頃で平年より２１日早く、梅雨明けが６月 2７日で平年よ
り２２日早くなり、梅雨入り、梅雨明け共にかなり早くなり平年に比べると約３週間早くなりました。梅
雨時期の降水量の地域平均比は平年に比べると 54％とかなり少なくなり、梅雨明け後から少雨と高温によ
り、渇水が深刻化し管内でも農業用水の確保が難しい水田も見受けられ白未熟粒などの高温障害、収量への
影響などが懸念されました。また、病害虫発生予察情報において斑点米の原因となるカメムシ類の発生がこ
こ１０年間で最多の予報となり斑点米カメムシ被害について無線放送で注意喚起を行うなど対策を講じまし
た。適期にカメムシ防除が出来ずに斑点米カメムシによって等級格下げの要因になっています。８月中旬頃
より収穫が開始され、９月に入ると降雨の日が多くなりほ場に入れずに収穫が進まない状況もありました。
その影響で刈り取りが遅れ気味となり、一部倒伏、白未熟粒、胴割粒、茶米などの発生が助長され、品質・
収量に影響しました。また、養分吸収が極めて盛んで、地力低下傾向となり、稲体も高温により疲労・老化
が進んだことからごま葉枯病も発生しています。１０月２５日現在における１０ａ当たり予想収量（生産者
が使用しているふるい目幅１．９０㎜ベース）作柄表示地帯別では、石見５０８㎏（前年産に比べ＋４４㎏）
と見込まれます。
　１等米比率は１１月２８日現在、６８．１％（前年７６．７％）と前年を下回る結果となりました。格下げ
要因として、白未熟粒（しろみじゅくりゅう）などの高温障害、カメムシによる被害が原因と考えられます。

令和７年１１月２８日現在７年産米集荷状況　（１等米比率はうるち米のみ）

委託数量 集荷実績 前年最終
集荷数量 集荷率

１等米比率
7年産 6年産 5年産

瑞 穂 19,421 17,452 20,057 89.9 77.8 78.2 91.4
羽須美 7,582 7,267 7,478 95.9 76.3 76.3 89.2
石 見 28,719 28,313 28,347 98.6 71.5 77.5 85.3
川 本 4,153 3,541 3,983 85.3 51.9 77.2 76.7
邑 智 3,327 3,232 3,236 97.1 39.9 75.2 73.4
大 和 5,323 4,249 4,559 79.8 50.6 72.6 81.5
桜 江 7,074 7,695 5,801 108.8 55.6 72.4 75.3
合 計 75,599 71,749 73,461 94.9 68.1 76.7 85.4

島根おおち稲作暦訂正について

稲作暦８ページコシヒカリ倒伏軽減剤入り肥料①（全層施肥用）楽一２１肥料合計金額が
１３，６７３円となっておりますが正しくは１６，８８７円です。

肥料名 全量 基肥
中間追肥 穂肥 成分量

出穂 45日前
出穂 20 日
～ 18 日前

出穂 10 日前 N P K

楽一 21
(21-11-10) 25 25 5.3 2.8 2.5

苦土重焼燐
(0-35-0) 10 10 3.5

けい酸加里プレミア 34
(0-0-20) 10 10 2.0

肥料価格合計金額 13,673 円
16,887 円 成分量合計 5.3 6.3 4.5

肥料名 10a あたり使用量 使用期間 本剤の使用回数 使用方法
楽一 21 22.5~30kg 耕起～代かき時 1回 全面施用土壌混和
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営農だより

令和６年産島根米の精算結果について

令和６年産島根米共同計算収支報告書

ＪＡしまねでは、生産者の皆様から出荷いただいた「令和６年産島根米」を以下の考え方によって、買取手
法を取り入れた会計管理を行っています。

つきましては、６月末までの販売分について会計管理（共同計算方式）を行った結果、精算可能財源が確保
されましたので、以下のとおり最終精算金をお支払いするとともに、精算概要についてご案内申し上げます。

１．集荷数量が確定する６月末までに販売した残数をＪＡが時価相当額で買い取る。
２．出荷時の「概算金」と、12 月の「追加金」の２段階によるお支払いに加え、上記１をもって精算　　　
　　を約１年に短縮する。
３．販売代金・経費の情報開示による透明性の確保と端額を除き全額精算する。

　
収入・支出項目 単位 合　計

販売数量 トン 28,368.9 

費目 収入 販売代金 円 /60㎏ 19,521
受入金利 〃 11
国からの助成 〃 0
受取運賃 〃 192
その他 〃 22
合計　Ａ 〃 19,746

支出 概算金償還 〃 17,907
流通・保管等に係わる経費 〃 559

概算金金利等 〃 29
保管料・入出庫料等 〃 244
保険料・補償料 〃 0
運賃 〃 187
安全安心等検査費用 〃 1
集約保管等経費 〃 98

事故処理経費 〃 3
手数料 ( 全農 ) 〃 15
事務費 〃 0
生産・集荷・販売等に係る経費 〃 101

地区本部への支出経費 〃 87
広告宣伝費等経費 〃 10
その他生産等経費 〃 4

需給調整経費 〃 0
県産米推進協議会等経費 〃 0
監査委員会費用 〃 1
その他  ( 機能別手数料 ) 〃 69
合計　Ｂ 〃 18,656

収入―支出　Ｃ＝Ａ－Ｂ 〃 1,090
仮精算　Ｄ 〃 513
共計事業預り金残高　Ｅ = Ｃ－Ｄ 〃 577
翌年産共計繰越　Ｆ 〃 10
本精算　Ｇ＝Ｅ－Ｆ 〃 567

島根おおち地区本部 （税込）
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営農だより

令和６年産米銘柄等級別最終精算金額と生産者手取り額

生産者の皆さまへ
　令和６年産島根米の最終精算を実施し、生産者の皆さまには令和７年１１月２５日に振込いたしました。
令和６年産島根米の最終精算時における未精算残金 650 円については翌期繰越をさせていただきますので
ご理解願います。

①最終精算原資総額 20,640,513

②精算金額 20,639,863

① - ②＝翌期繰越額 650

単位：（円）

30 ｋｇ紙袋．円（税込）

　【最終精算金振込日：令和７年１１月２５日】

30 ｋｇ紙袋．円（税込）

品　　種
等
級

概算金単価
（円）

追加金
（円）

最終精算
（円） 最終価格（円）

基本（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ）

Ｊ
Ａ   
米

コシヒカリ

上 8,400 600 283.93 9,283.93 

1 8,300 600 283.93 9,183.93 

2 8,100 600 283.93 8,983.93 

3 7,600 600 283.93 8,483.93 

 Sコシヒカリ

上 8,650 600 283.93 9,533.93 

1 8,550 600 283.93 9,433.93 

2 8,350 600 283.93 9,233.93 

3 7,600 600 283.93 8,483.93 

つきあかり

1 7,950 600 283.93 8,833.93 

2 7,750 600 283.93 8,633.93 

3 7,250 600 283.93 8,133.93 

特栽　つや姫

上 8,700 600 283.93 9,583.93 

1 8,600 600 283.93 9,483.93 

2 8,400 600 283.93 9,283.93 

きぬむすめ

上 8,300 600 283.93 9,183.93 

1 8,200 600 283.93 9,083.93 

2 8,000 600 283.93 8,883.93 

3 7,500 600 283.93 8,383.93 

S 産地ハーブ米
コシヒカリ

1 9,400 600 283.93 10,283.93 

2 8,900 600 283.93 9,783.93 

ハーブ米
コシヒカリ

1 8,800 600 283.93 9,683.93 

2 8,500 600 283.93 9,383.93 

ハーブ米
きぬむすめ

1 9,000 600 283.93 9,883.93 

2 8,550 600 283.93 9,433.93 

品　　種
等
級

概算金単価
（円）

追加金
（円）

最終精算
（円） 最終価格（円）

基本（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ）+（Ｂ）+（Ｃ）

一
般
米

Ｓコシヒカリ

1 8,050 600 283.93 8,933.93 

2 7,850 600 283.93 8,733.93 

3 7,350 600 283.93 8,233.93 

コシヒカリ

1 7,800 600 283.93 8,683.93 

2 7,600 600 283.93 8,483.93 

3 7,100 600 283.93 7,983.93 

きぬむすめ

1 7,700 600 283.93 8,583.93 

2 7,500 600 283.93 8,383.93 

3 7,000 600 283.93 7,883.93 

つきあかり

1 7,450 600 283.93 8,333.93 

2 7,250 600 283.93 8,133.93 

3 6,750 600 283.93 7,633.93 

その他うるち

1 6,500 600 283.93 7,383.93 

2 6,300 600 283.93 7,183.93 

3 5,800 600 283.93 6,683.93 

山田錦

1 10,150 600 283.93 11,033.93 

2 9,100 600 283.93 9,983.93 

3 8,350 600 283.93 9,233.93 

五百万石

1 8,500 600 283.93 9,383.93 

2 7,950 600 283.93 8,833.93 

3 7,450 600 283.93 8,333.93 

ヒメノモチ ･
ココノエモチ・

ミコトモチ・
ヤシロモチ

1 7,250 600 283.93 8,133.93 

2 6,800 600 283.93 7,683.93 

3 6,300 600 283.93 7,183.93 

その他モチ

1 6,750 600 283.93 7,633.93 

2 6,300 600 283.93 7,183.93 

3 5,800 600 283.93 6,683.93 
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和牛情報
隠岐・西部・中央〝急騰〟

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メ　ス 97 822,800 359,700 661,157 
ヌ　キ 108 948,200 133,100 731,561 
合　計 205 698,248 

島根おおち
メ　ス 8 748,000 359,700 645,288 
ヌ　キ 12 882,200 133,100 728,933 
合　計 20 695,475 

瑞 穂
メ　ス 1 661,100 661,100 661,100 
ヌ　キ 2 882,200 678,700 780,450 
合　計 3 740,667 

石 見
メ　ス 1 359,700 359,700 359,700 
ヌ　キ 3 836,000 702,900 766,700 
合　計 4 664,950 

川 本
メ　ス 0
ヌ　キ 2 773,300 752,400 762,850 
合　計 2 762,850 

邑 智
メ　ス 4 724,900 357,800 680,350 
ヌ　キ 5 861,300 133,100 672,100 
合　計 9 675,767 

桜 江
メ　ス 0
ヌ　キ 2 748,000 672,100 710,050 
合　計 2 710,050 

　令和 7 年 11 月の全国主要子牛市場平均価格（全典・畜産生産部 11
月 25 日現在速報）は 雌 659, 605 円（前月比 108%) 、 去勢 777, 278
円（前月比 1 0 7%) 、 計 727, 291 円（前月比 108%) で〝急騰〟の取
引となっています。
　本県 11 月の子牛市場は、 隠岐・西部・中央で開設し 774 頭の取引
があり、 平均価格は、 隠岐市場 571,167 円（前回比 100 千円高） 、 西
部市場 702,766 円（前回比 33 千円高 )、中央市場 698,248 円（前回
比 57 千円高）での取引となりました。
　現在市場後に肺炎と診断される牛の報告があがっています。
　慢性肺炎を患っている牛は、 どんなに栄養豊富な餌を与えても良好
な発育は見込めないため、購買者からは敬遠されます。肺炎の発生要
因は【子牛の要因】【病原体の要因】【環境要因】の大きく 3 つに分け
られます。 その中でも特に【環境要因】があげられます。

　これらの要因を最小限にして病気になりにくい子牛の上場をよろし
くお願いします。
　今月は、【暁之藤】産子の上場頭数が急増したため、 繁殖雌牛を求め
て購買に入られた新規購買者や数か月ぶりの購買者のご来場もあり、 

各市場活発な市場取引となりました。
　全国的な素牛頭数不足により、 全国的にも子牛相場は急騰しています
が、 枝肉相場はその割に上昇しておらず、 肥育農家は非常に厳しい状況
が続くものと見込まれます。繁殖農家の皆様も厳しい状況は変わりませ
んが、 引き続き〝発育が良好〟で 〝腹作りの出来た〟〝余分な脂肪のつい
ていない〟子牛を育成することにより、 今後も購買者に求められる「し
まね和牛」 の上場に努めましょう。

Wagyu Infomation

令和７年１１月 子 牛 市 場 成 績 表

島根おおち地区本部

女性部が行く女性部が行く

こんにゃく作りに挑戦！こんにゃく作りに挑戦！

　石見支部は、邑南町中野の中野団地センターで、部員の寺本シナヨさんを講師に「こんにゃく作り」を行いました。寺
本さん指導のもと皮を剥いたこんにゃく芋を適当な大きさに切り、茹で上がった芋をミキサーにかけるなど、手順を一つ
一つ丁寧に進めました。
　和やかな雰囲気の中で作業は進み、用意した５キロのこんにゃく芋からは、大きめのこんにゃくが約６４個出来上がり
ました。参加した部員からは「作業工程が多くて大変だった」といった感想も聞かれました。
　寺内洋子支部長は「支部活動としてこんにゃく作りをした。地元の皆さんにも食べてもらいたい」と話し、出来上がっ
たこんにゃくは、参加した部員で分け合うとともに、１１月３日に開催された矢上公民館まつりでおでんの具材として来
場者に提供されました。
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【環境要因】(免疫を低下させる要因 )

過密
換気不良
寒冷・暑熱
牛床が濡れている
ストレス ( 離乳・移動・群変更 ) など

島根おおち地区本部

女性部が行く女性部が行く

お便り紹介

フレミズ「張り子＆コットンコードのランタン」フレミズ「張り子＆コットンコードのランタン」

　幸せのたねたんぽぽは、第４回講座「家の光記事活用」で 10 月号を使い「張
り子＆コットンコードのランタン」作りを行いました。簡単そうに見えた「張
り子ランタン」から挑戦！膨らます風船の大きさや半紙をちぎるのに悩み、風
船に貼り付けて半紙が足りずにまたちぎりと思いのほか作業は難航しました。

「風船の形が変！」「大きすぎたかな…」「貼り付ける枚数が解らなくなった」な
どと話しながら作業しましたが、終了時刻に出来上がったのは一人だけであと
は家に持ち帰り仕上げました。材料の和紙には、地元の石州和紙である桜江町
勝地で作られている「勝地半紙」を桜江町谷住郷のサークルが草木染したもの
を使用しました。また、出来なかった「コットンコードランタン」は、各自家
で学習することにしました。

11/
  16

「草木染した勝地半紙」 「張り子ランタン」「コットンコードランタン」

桜江支部桜江支部

　桜江支部（坂根弥生支部長）は、江津市立川越地域コ
ミュニティ交流センターで山陰中央新報「母ちゃん一押
献立」掲載用の料理として『里芋のコロッケ』『銀杏ご飯』
の２品を調理しました。
　具材に使用した里芋は、川越地域で里芋を出荷されて
いる小松隆司さんから提供していただき、ひき肉は “ イ
ノシシ肉 ” を甘辛く味付けし混ぜ入れました。銀杏ご飯
は、部員の自宅でできた実を利用し、とても香りのよい
ごはんが炊けました。終始、楽しく和気あいあいとした
雰囲気で調理を終えました。
　今回調理した『里芋コロッケ』は、12 月９日 ( 火 ) の
山陰中央新報に掲載されました。

今月も皆さんからのおたよりがたくさん届いています。ありがとうございます。
その他、JAに対するご意見・ご要望などお寄せください。

　特集　もっと知りたい " 島根のお米が届くまで ” 生産から流通 •
販売まで挿絵で分かりやすく解説してあり、前小泉農水大臣が指摘
した 5 次問屋など存在しない事が良く解りますね　

　各地で色々祭りがあり、秋を感じます。山々の紅葉も綺麗です。
寒さも急にやってきました。

川本支店管内　J さん　6 ０代

羽須美支店管内　N さん　70 代

　ありがとうございます　 9 月号には農業生産力の弱体化、生産
コストの上昇など生産面についての特集でしたが、今回は集荷し
たお米の流通についての特集です　 JA しまねは今後もこのような
企画をしていきますのでよろしくお願いします。

　今月は各地で開催された産業祭やまつりを特集しました。JA の各
組織が活躍しています。今年は、急激に気温が下がり過ごしやすい
気候を飛び越えて紅葉の季節になりました。紅葉がとてもきれいで
すね
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年末年始のＡＴＭ稼働について

年末年始の業務について

12/30( 火曜日 ) 12/31( 水曜日 ) 1/1( 木曜日 ) 1/2( 金曜日 ) 1/3( 土曜日 ) 1/4( 日曜日 )

8：45 ～ 20：00
通常営業

9：00 ～ 20：00
祝日営業

9：00 ～ 20：00
祝日営業

9：00 ～ 20：00
祝日営業

9：00 ～ 20：00
祝日営業

9：00 ～ 20：00
日曜営業

【店舗】

【給油所・ＬＰＧセンター】

【配送センター】

12月 27 日 12 月 28 日 12 月 29 日 12 月 30 日 12 月 31 日 1月 1日 1月 2日 1月 3日 1月 4日 1月 5日 1月 6日 1月 7日

土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日

口羽店
開店

休み 休み
9:00 9:00

休み 休み 休み 休み 休み
9:00 9:00 9:00

閉店 15:00 12:30 15:00 15:00 15:00

日貫店
開店 9:00 9:00 9:00 9:00 9:00

休み 休み 休み 休み
9:00 9:00 9:00

閉店 18:00 17:00 18:00 18:00 14:00 17:00 18:00 18:00

大和店
開店 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30

休み 休み 休み 休み
8:30 8:30 8:30

閉店 18:00 12:00 18:00 18:00 12:00 18:00 18:00 18:00

12 月 25 日 12 月 26 日 12 月 27 日 12 月 28 日 12 月 29 日 12 月 30 日 12 月 31 日 1月 1日 1月 2日 1月 3日 1月 4日 1月 5日 1月 6日
木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日

各事業所
配送受付 通常どおり

通常どおり
（1月６日配
送分受付）

休み
通常どおり
（1月６日配
送分受付）

通常どおり
（午前中ま
で受付：1
月６日配送
分）

休み 通常どおり 通常どおり

配送 通常配送 休み 配送休止 休み 配送休止 通常配送

時間
12月 27 日 12 月 28 日 12 月 29 日 12 月 30 日 12 月 31 日 1月 1日 1月 2日 1月 3日 1月 4日 1月 5日 1月 6日 1月 7日

土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日

瑞穂SS
開店時間

通常営業 休み 通常営業 通常営業
8:30

休み 休み 休み
8:30 8:30

通常営業 通常営業
閉店時間 17:00 17:00 17:00

井原SS
開店時間

通常営業
8:30

通常営業 通常営業
8:30

休み 休み 休み
8:30 8:30

通常営業 通常営業
閉店時間 17:00 17:00 17:00 17:00

市木SS
開店時間

通常営業 通常営業 休み 通常営業 休み 休み 休み 休み
12:00

休み 通常営業 休み
閉店時間 17:00

阿須那SS
開店時間

休み 休み
8:00

休み 休み 休み 休み 休み 休み 休み 休み 通常営業
閉店時間 12:00

日貫SS
開店時間

通常営業
8:30

通常営業 通常営業
8:00

休み 休み 休み 休み
8:00

通常営業 通常営業
閉店時間 17:00 14:00 17:00

ＬＰＧセンター
開店時間

休み 休み 通常営業 通常営業 休み 休み 休み 休み 休み 通常営業 通常営業 通常営業
閉店時間
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1月の行事予定1月の行事予定

1/5[月 ] 1/20[火 ]仕事始め 女性部・青年連盟と役職員の対話集会

１月の外勤日

１６日(金 )・１９日(月 )・２０日(火 )

１月年金相談会１月年金相談会

桜江支店　1/17( 土 )　9:00 ～ 12:00

令和8年

終 

日
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